
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境基本計画（概要版） 
筑紫野市地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 

筑紫野市気候変動適応計画 

筑紫野市 
第三次 

１．計画の位置付け 

 本計画は、「筑紫野市環境基本条例」第９条に基づき策定するもので、「筑紫野市総合計画」を上
位計画とし、令和 3（２０２１）年度から令和 14（２０３２）年度を計画期間とする環境分野のマスター

プランです。 

 本計画の策定にあたっては、国や県の環境基本計画との関連性に配慮するとともに、本市が策定

する「都市計画マスタープラン」や「一般廃棄物処理基本計画」、「筑紫野市役所環境にやさしい行動

計画」など、関連計画の施策と整合を図ります。 

 なお、本計画の第４章は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」第 21 条第３項の規定に基づく

「筑紫野市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」および「気候変動適応法」第 12条の規定に基づ

く「筑紫野市気候変動適応計画」として位置付けます。 

２．施策体系 

 

―望ましい環境像― 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の進行管理 

 

Plan 

Check 

Action 

Do 

年次報告書の 

公表 

・点検・評価のフィードバック 

・必要に応じた施策・計画・ 

 事業等の改善・見直し 

・成果指標の確認 

・年次報告書の作成 

・施策の進捗状況の点検・評価 

・事業担当課を中心とする 

 各施策の推進 

・施策に基づく実施計画の作成 

・事業計画の立案・予算化 

  市民団体 
  

 

事業者 市 

市民 

環境担当

部署 
関係部局 

環境推進委員会 

調
整 

報
告 

国・県 

・他市町村 

環境審議会 

計画の推進体制 

 

市民、市民団体、事業者などと協働し、 

国や県、他市町村と連携しながら、 

望ましい環境像の実現に向けて 

施策を推進していきます。 

市民協働で進める主な取り組み 

 

全ての施策は、市民、市民団体、事業者などとの協働を基盤として推進していきますが、 

中でも、以下の取り組みについては市民協働をポイントにしながら進めていきます。 

 環境学習、自然体験の場を継続して提供するため、行政が主催する講座だけでなく、地

域および NPO 主催での自然観察会開催などを推進していく必要があります。地域と連携

し、事業の企画・運営を行う人材を育成していくことを目指します。 

 

 ごみ減量の推進には、ごみの排出抑制はもちろんのこと、正しく分別しリサイクルする

ことが大切であり、市民・事業者の意識的な行動が必要不可欠です。家庭や事業所で取り

入れやすい取り組みを啓発し、ごみの減量とリサイクル率向上を目指します。 

 

 二酸化炭素の排出量削減のため、市、市民、事業者のそれぞれが、省エネルギーや再生

可能エネルギーの導入をさらに進めていく必要があります。また、気候変動適応は本計画

で初めて取り入れられた新しい考え方であるため、「適応」の考え方に関する市民や事業

者の認知度を向上させることを目指します。 

※一部抜粋 

 



 

 

 

 

推進分野１ 自然とのふれあいの推進 

 

 

 

 

 

 

推進分野２ 多様な生物の保全と外来種対策 

 

 

 

 

 

推進分野３ 里地里山の維持保全と環境配慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推進分野１ ごみ減量とリサイクルの推進 

 

 

 

 

 

推進分野２ 廃棄物の適正な処理 

 

 

 

 

 

 

 

▼自然環境に関する啓発と情報の発信 

▼自然とのふれあいの場の提供 

▼環境学習分野の人材育成 

▼自然環境の調査による生態系の保全 

▼侵略的な外来種の防除 

▼生物多様性に関する情報の発信 

 

▼農業者の支援による里地里山の保全 

▼森林の適切な管理 

▼有害鳥獣の頭数管理・駆除 

▼開発行為等における適切な環境配慮 

 

▼ごみの排出抑制と分別の徹底化 

▼ごみのリサイクルの促進 

 

▼計画に基づく廃棄物の適正な処理 

▼不適正な処理に対する指導 

▼不法投棄防止の啓発 

市内の自然の魅力が発信され、自然と 

ふれあう場、機会が確保されています。 

目指す姿 

 主＿な 

取り組み 

主＿な 

取り組み 

主＿な 

取り組み 

目指す姿 

 

目指す姿 

 森林や農地が適切に管理され、野生生 

物と共存する里地里山の風景が維持 

されています。 

外来種の防除と希少生物の保護が適切 

に行われ、生態系が守られています。 

主＿な 

取り組み 

主＿な 

取り組み 

目指す姿 

 啓発によって、ごみの排出抑制、分別 

徹底化が進み、ごみが可能な限り 

リサイクルされています。 

目指す姿 

 計画的な廃棄物処理が行われ、 

不適正な処理をされる廃棄物が 

なくなっています。 



 

 
 

 

 

 

 

推進分野１ 省エネルギー施策の普及・啓発 

 

 

 

 

 

 

推進分野２ 再生可能エネルギーの導入と公共

交通の利用促進 
 

 

 

 

 

 

推進分野３ 気候変動の影響への対応 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

推進分野１ 住みよい生活環境の確保 

 

 

 

 

推進分野２ 快適な生活環境の実現 
 

 

 

 

 

 
 

推進分野３ 都市空間の整備 

 

▼情報提供等による省エネ行動の促進 

▼市事業における省エネルギー化の推進 

▼保育所、小中学校における環境学習 

▼再生可能エネルギー設備の導入推進 

▼家庭への再生可能エネルギーの導入促進 

▼公共交通の利用促進 

▼騒音、水質等の定期調査 

▼騒音、振動に配慮した公共工事の実施 

▼下水道の適切な維持管理 

 

▼市民生活に身近な生きものに関する 

 地域解決力の向上 

▼生活環境に関する問題の軽減 

▼市民による地域清掃等の支援 

 

▼都市計画に基づく土地利用の推進 

▼公共施設における樹木等の適正管理 

▼文化財の保存、活用 

▼市民、事業者に対する気候変動適応策の周知 

▼再度災害防止のための災害復旧工事 

主＿な 

取り組み 

主＿な 

取り組み 

主＿な 

取り組み 

主＿な 

取り組み 

主＿な 

取り組み 

主＿な 

取り組み 

目指す姿 

 地球温暖化等の啓発や環境学習に 

よって、市民、事業者の省エネルギー 

に対する意識が向上しています。 

目指す姿 

 再生可能エネルギーの普及が進み、 

エネルギー源の分散化が推進されて 

います。また、公共交通網が活用され、 

マイカー利用が抑制されています。 

目指す姿 

 「気候変動への適応」という考え方が 

浸透し、日常生活の中で、適応策が 

講じられています。 

目指す姿 

 
騒音や振動等が少ない、住みよい 

生活環境が維持されています。 

目指す姿 

 市民モラルが高い水準で保たれ、 

快適に過ごすことのできる居住 

環境になっています。 

目指す姿 

 快適さと緑、歴史・文化が共生する、 

魅力あふれる都市空間が整備され 

ています。 


